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慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
開
設
五
十
年
記
念　

講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

古
典
籍
の
探
求
─
書
誌
学
の
世
界
─

は
じ
め
に

高　

橋　
　

智

　

去
る
平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）
十
二
月
四
日
（
土
）、
十
一
月
二
十
九
日
（
月
）
か
ら
六
日
間
開
催
さ
れ
た
記
念
展
示
会
貴
重
書

展
の
最
終
日
午
後
一
時
よ
り
、
書
誌
学
の
世
界
に
通
暁
さ
れ
る
先
生
方
に
よ
る
基
調
講
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
古

典
籍
の
探
求
─
書
誌
学
の
世
界
─
」。
第
一
部
基
調
講
演
は
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授　

塩
村
耕
先
生
の
「
岩
瀬
文
庫
に
教
わ
っ

た
こ
と
」
と
題
す
る
お
話
が
あ
り
、
午
後
二
時
か
ら
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授　

井
上
進
先
生
、
東
京
大
学
東
洋

文
化
研
究
所
教
授　

大
木
康
先
生
、
茨
城
大
学
大
学
院
教
授　

真
柳
誠
先
生
を
お
迎
え
し
、
本
文
庫
高
橋
智
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
の
簡
単
な
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
塩
村
先
生
は
、
一
九
五
七
年
の
お
生
ま
れ
、
一
九
八
一
年
東
京
大
学
文
学

部
国
文
学
専
修
課
程
ご
卒
業
後
、
一
九
八
五
年
同
大
学
大
学
院
国
語
国
文
学
専
攻
博
士
課
程
を
中
退
さ
れ
る
。
ご
専
門
は
日
本
文
学
、
特

に
西
鶴
・
芭
蕉
な
ど
江
戸
時
代
の
文
学
を
中
心
と
し
た
研
究
で
、
主
著
に
『
近
世
前
期
文
学
研
究
─
伝
記
・
書
誌
・
出
版
─
』
二
〇

〇
四
年
・
若
草
書
房
、『
古
版
大
阪
案
内
記
集
成
』
一
九
九
九
年
・
和
泉
書
院
、『
岩
瀬
文
庫
書
誌
目
録
の
た
め
の
試
行
千
点
目
録
』
二
〇
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〇
一
年
・
汲
古
書
院
、
な
ど
が
あ
る
。

　

井
上
先
生
は
、
一
九
五
五
年
の
お
生
ま
れ
で
、
一
九
八
〇
年
京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
東
洋
史
専
攻
ご
卒
業
後
、
一
九
八
四
年
同
大
学

大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
を
中
退
さ
れ
、
ご
専
門
は
中
国
、
明
・
清
時
代
の
学
術
史
、
更
に
学
術
史
の
研
究
か
ら
派
生
し
た
課
題
と

し
て
の
出
版
文
化
史
研
究
で
、
主
著
に
『
中
国
出
版
文
化
研
究
』
二
〇
〇
二
年
・
名
古
屋
大
学
出
版
会
、『
書
林
の
眺
望
─
伝
統
中
国
の

書
物
世
界
』
二
〇
〇
六
年
・
平
凡
社
、
な
ど
が
あ
る
。

　

大
木
先
生
は
、
一
九
五
九
年
の
お
生
ま
れ
で
、
一
九
八
一
年　

東
京
大
学
文
学
部
中
国
文
学
専
攻
を
ご
卒
業
後
、
一
九
八
六
年　

同
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
を
単
位
取
得
退
学
、
ご
専
門
は
中
国
文
学
、
特
に
明
末
清
初
の
中
国
江
南
地
方
、
通
俗
文
学
の
旗
手
と

さ
れ
る
馮
夢
龍 （
一
五
七
四
〜
一
六
四
六
）、
冒
襄
（
一
六
一
一
〜
一
六
九
三
）
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
時
代
の
社
会
と
文
化
を
さ
ぐ
る

研
究
で
、
主
著
に
『
明
末
江
南
の
出
版
文
化
』（『
研
文
選
書
』）
二
〇
〇
四
年
・
研
文
出
版
、『
馮
夢
龍
『
山
歌
』
の
研
究
：
中
国
明
代
の

通
俗
歌
謡
』
二
〇
〇
三
年
・
勁
草
書
房
、
な
ど
が
あ
る
。

　

真
柳
先
生
は
、
一
九
五
〇
年
の
お
生
ま
れ
で
、
一
九
七
七
年　

東
京
理
科
大
学
薬
学
部
薬
学
科
を
ご
卒
業
後
、
一
九
九
二
年
昭
和
大
学

医
学
研
究
科
薬
理
学
博
士
課
程
を
単
位
取
得
退
学
。
ご
専
門
は
、
中
国
と
東
ア
ジ
ア
の
医
学
史
・
本
草
史
・
医
薬
文
化
交
流
史
・
医
薬
書

誌
学
で
、
現
在
、
世
界
中
に
存
在
す
る
古
典
医
学
書
の
調
査
に
当
た
ら
れ
て
い
る
。
論
著
に
「
楊
守
敬
と
小
島
家
─
古
醫
籍
の
蒐
集
と

校
刊
─
」 

東
方
学
報
八
三
、
二
〇
〇
八
年
、「
本
草
の
研
究
（
一
）
〜
（
二
三
）」
東
洋
医
学
二
一
・ 

八
〜
二
五
・
六
、
一
九
九
三
〜
一

九
九
七
年
、
な
ど
多
数
が
あ
る
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
記
念
展
観
を
「
書
誌
学
展
」
と
題
し
て
行
っ
た
こ
と
か
ら
、「
書
誌
学
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
の
東
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洋
学
研
究
分
野
か
ら
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
お
ら
れ
る
か
の
一
端
を
お
話
い
た
だ
く
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
。
先
生
方
が
、
書
物
と
の
出

会
い
を
通
し
て
、
現
在
の
ご
研
究
に
到
達
さ
れ
た
経
緯
や
、
文
献
研
究
の
面
白
さ
、
難
し
さ
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
い
た
わ

け
で
あ
る
。

　

塩
村
先
生
の
ご
講
演
は
、
岩
瀬
文
庫
と
い
う
豊
富
か
つ
多
方
面
に
亘
る
文
庫
の
実
態
を
調
査
さ
れ
る
な
か
か
ら
、
意
義
あ
る
書
物
と
の

塩村耕氏

（左から）井上進氏・大木康氏・真柳誠氏
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出
会
い
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
、
井
上
・
大
木
・
真
柳
先
生
に
は
、
歴
史
・
文
学
・
医
学
書
と
い
う
分
野
を
中
心
と

し
た
書
物
へ
の
ご
関
心
を
、
書
誌
学
へ
向
け
て
い
た
だ
い
た
。
討
論
は
、
も
っ
ぱ
ら
古
典
籍
と
の
出
会
い
が
大
き
な
研
究
の
指
針
と
な
っ

た
こ
と
の
共
通
体
験
に
力
が
入
っ
た
。

　

こ
こ
に
、
先
生
方
の
お
話
を
そ
れ
ぞ
れ
に
お
ま
と
め
い
た
だ
い
た
も
の
を
掲
載
し
、
本
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
参
加
さ
れ
た
方
、

ま
た
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
、
貴
重
な
記
録
と
し
て
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。


